
春季消防演習／分列行春季消防演習／分列行進進
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☆登録ご希望の方は、

お名前を添えて送

信願います。
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【一般会計・歳入】　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）
収　入　済　額

予 算 額
１０～３月４～９月合　計
４１５，４４０９６０，２０６１，３７５，６４６１，３３３，１９３地方交付税①
２０６，４６１２００，０００４０６，４６１４０６，４６１繰入金②
５２，８０５０５２，８０５２９３，１０５村債③
４６，３９５７１，７８１１１８，１７６１１８，９６２村税④
７８，９５５２６，１１８１０５，０７３１０６，６２７国庫支出金⑤
４８，１０９１９，３０６６７，４１５８６，３０３道支出金⑥
５９，１１６２４，５６８８３，６８４８５，１６８諸収入⑦
２１，３２６２０，９９０４２，３１６４５，８７６使用料及び手数料⑧
５３，２６４５０，７６６１０４，０３０９４，１９０その他⑨
２７，７０４１０，０３９３７，７４３３６，１４９地方譲与税
１０，４７６１３，４１９２３，８９５１９，６７６地方消費税交付金

０１７，７２３１７，７２３１７，７２３繰越金
６，２６０５，８２３１２，０８３１２，５２７財産収入
５，９４０２，４６５８，４０５４，０５２自動車取得税交付金
１，９１５４１０２，３２５２，３１６寄附金
４３１５０９９４０９４０分担金及び負担金
２０２６１２６３２９３配当割交付金
０２２９２２９２２９地方特例交付金
２２８０２２８１６１株式等譲渡所得割交付金
１０８８８１９６１２３利子割交付金
０００１交通安全対策特別交付金

９８１，８７１１，３７３，７３５２，３５５，６０６２，５６９，８８５歳入合計
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【一般会計・歳出】　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）
支　出　済　額

予 算 額
１０～３月４～９月合　計

３１４，３５２２４１，０９４５５５，４４６５５８，１１０消防費①

１２６，３３６２１８，４９５３４４，８３１３５６，１５１衛生費②

１８２，２５５１６３，４２４３４５，６７９３４８，９８９諸支出金③

１９８，０４６４５，７６４２４３，８１０３００，１４５土木費④

９９，３９５１２９，２５４２２８，６４９２４６，１５５民生費⑤

１１２，０６９８９，９４７２０２，０１６２２２，９６３公債費⑥

４９，９７３７８，４２２１２８，３９５１３３，２１３商工費⑦

５０，０３５５９，８７１１０９，９０６１３２，３９３総務費⑧

６０，７７５４３，８３０１０４，６０５１２８，８９１教育費⑨

５４，３１８２４，５５９７８，８７７８６，７９８農林水産業費⑩

３０，８３１１９，７９１５０，６２２５６，０７７その他⑪

１４，１２１１６，８７６３０，９９７３１，１７１議会費

１４，１４８０１４，１４８１５，００１災害復旧費

２，５６２２，９１５５，４７７５，８５７労働費

０００４，０４８予備費

１，２７８，３８５１，１１４，４５１２，３９２，８３６２，５６９，８８５歳出合計

村の財政事情
　村条例に基づき、初山別村各会計に係る平成３０年度の１０月から３月まで（４月１日から

９月末日までについては、平成３０年１２月に公表済）の財政運営について公表するものです。

　平成３０年度の一般会計予算額は２，５６９，８８５千円で、３月末現在における収入済額は、

２，３５５，６０６千円で予算に対する収入割合は９１．６６％となっております。

　収入未済額の主なものは、道支出金１７，６００千円、村債２４７，９００千円であり、出納閉鎖期

の５月末日までに収入される見込みであります。

　村の財政運営については、一般会計及び特別会計とも健全化に努めており、今後におい

ても、さらなる健全財政を目標とするところであります。



韻

平成３０年度　一般会計主要事業一覧表
（単位：千円・％）

事　　　業　　　内　　　容進捗率予算額事　　業　　名

旧駐在所改修実施設計１００４６５
村有建物改修工事

実施設計事業

村有住宅（第６２，６３号）屋根塗装工１００１，１８８村有住宅屋根塗装事業

有明特別母と子の家屋根葺替工１００９，２５６
有明特別母と子の家

屋根改修事業

交通安全車入替　１台１００２，００９車両購入事業

草地整備改良　　１７．６ha１００５，５１０
畜産担い手育成

総合整備事業

２０林半９・２０小班　間伐　１０．３６ha１００２，８０８
村有林森林環境保全

整備事業

作業路補助　　５１林班９小班　８００ｍ１００１６０造林作業路事業

村有林下刈　９５．５５ha１００１９２下刈事業

岬の湯改修工事実施設計１００１，２７５岬の湯改修工事事業

岬センター管理用備品購入

（温水ボイラー、エアコン　外）
１００２２，２８９

岬センター管理用備品

購入事業

道路照明灯設置　８基、撤去　８基１００８，５３２道路照明補修事業

ロータリー除雪車更新　１台１００４３，３０８ロータリー除雪車購入

村界橋実施設計１００７，２１５村界橋補修事業

山本橋補修工１００１７，４７５山本橋補修事業

新設道路測量１００１６，３７３有明北線道路改良舗装事業

さわやかトイレ　外壁改修、屋根塗装、軒天塗装１００３，２８４
さわやかトイレ外壁

改修事業

村営住宅新築工事実施設計１００５，２９２村営住宅新築工事事業

朝日台第１団地９号棟

外壁塗装、屋根塗装、建具改修
１００１０，３００

村営住宅長寿命化事業

改修事業

Ｊアラート更新１００５，６１９
全国瞬時警報システム

（Ｊアラート）備品購入事業

自然交流センター小ホール空調設備改修１００３，２４０小ホール空調設備改修事業

自然交流センター擁壁改修工０１３，６６０
自然交流センター擁壁

改修事業

野球場バックネット補修工１００４，７３１
野球場バックネット

補修事業

土地購入　字初山別９５番地４１００１，０６４普通財産購入事業

１８５，２４５計



吋

煙ご寄附をいただいた方で、お名前の公表についてご了承された皆様をご
紹介します。

お住まいお　名　前お住まいお　名　前

滝川市柴 田 さやか 様神奈川県藤沢市俊　　 雅 子 様

千葉県袖ケ浦市岩 井　和 男 様浦河郡浦河町柏 崎　　 雅 様

神奈川県秦野市滝 口 るみ子 様千葉県船橋市伊 藤　陽 子 様

旭川市佐 藤 　　稔 様奈良県大和高田市柏 崎　紀 彦 様

愛知県半田市高 瀬　弘 嗣 様札幌市白石区山 本　直 廣 様

札幌市北区水 戸　康 智 様非公表折 舘 るみ子 様

埼玉県三郷市染 谷　重 弘 様非公表鎌 田　裕 子 様

新潟県南魚沼郡稲 葉　洋 子 様埼玉県さいたま市新 堀　雅 史 様

＊寄附採納日順に掲載しています。非公表金 森　武 志 様

累 計 金 額基金使用件数寄附金額事　　　業　　　名番号

２，０２５，０００円６１４５，０００円食のブランド化等特産品開発に関する事業１

１，４３０，０００円１２１７５，０００円星のむらづくり推進に関する事業２

２，０５０，０００円１３７５５，０００円健康・福祉の充実に関する事業３

８３０，０６７円９８５，０００円森林・水資源等環境保全に関する事業４

４０７，０００円３６５，０００円ふるさとの文化伝承に関する事業５

２，９２９円５４８円運用益収入（預金利子）

６，７４４，９９６円０円４３１，２２５，５４８円計
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特 別 会 計 の 状 況

【歳入】　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）

収　入　済　額
予算額

１０～３月４～９月合　計

１０９，１９７１１８，９３７２２８，１３４３０８，９６０①国民健康保険

６５，６１３１０５，２４４１７０，８５７１８２，０２３②簡易水道事業

９４，４００８０，５５６１７４，９５６１７７，６０９③介護保険

４６，３５０６３，４７７１０９，８２７１０９，８６０④農業集落排水事業

１５，２０７７，５０５２２，７１２２２，８１７⑤後期高齢者医療保険

３３０，７６７３７５，７１９７０６，４８６８０１，２６９歳入合計

【歳出】　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）

支　出　済　額
予算額

１０～３月４～９月合　計

１３９，２７４８９，７８５２２９，０５９３０８，９６０①国民健康保険

９５，１０４８１，３１５１７６，４１９１８２，０２３②簡易水道事業

７８，６４５７１，８０５１５０，４５０１７７，６０９③介護保険

６０，１９２４２，５８２１０２，７７４１０９，８６０④農業集落排水事業

１４，４０１７，１８４２１，５８５２２，８１７⑤後期高齢者医療保険

３８７，６１６２９２，６７１６８０，２８７８０１，２６９歳出合計

「初山別村ふるさと応援寄附金」と「初山別村ふるさと応援基金」の状況をお知らせします。

初山別村ふる さ と応援寄附

皆様のご支援に心からお礼申し上げます。ありがとうございました。

平成３０年度

寄附金の状況

煙平成３０年度における「初山別村ふるさと応援寄附金」は、２３名の方から１，２２５，０００
円が寄せられました。
事業別の寄附の内訳は次のとおりです。

平成３０年度

基金の状況

●初山別村ふるさと応援
基金の平成３０年度末
保有額は、６，７４４，９９６
円となっております。
今後も個性豊かで活
力あるむらづくりのた
め、「ふるさと応援寄
附」を通じて初山別村
を応援してください。い
ただいたご寄附は基
金に積み立てし、ご寄
附の意向に沿い大切に
使わせていただきます。
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鳥獣害防止対策

　　　　　（共同取組活動）

・猟友会駆除活動費助成

・電牧更新資材費助成

生産性・収益の向上対策

　　　　　（共同取組活動）

・堆肥の運搬助成

１協定数
北海道苫前郡初山別村
初山別村集落

市町村・協定名

２０１．７ha（９５％）田（米）協定面積
２１３．３ha 　１１．６ha（ ５％）畑（牧草）

７５２万円（５４％）個人配分

交付金額
１，４０７万円

６５５万円（４６％）共同取組活動

４４万円（ ７％）集落の管理体制に係る報酬

３５２万円（５４％）農業生産活動等

２３６万円（３６％）農業生産活動等の体制整備

２３万円（ ３％）その他

農業者（３３）、水利組合（３）、農業生産法人（６）
非農業者（６）

協定参加者

【集落協定の概要】

「しょさんべつ農楽校」
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平
成
　
年
度
か
ら
　
年
度
ま
で
の
５
年
間
で
あ
り
、
平
成
　
年
度
は
次
の
内
容
で
実
施
し
ま
し
た
。

２７

３１

３０

機械の共同化

　　　　　（共同取組活動）

・新組織「うぃ～と」のコン

　バイン導入への助成

周辺林地の草刈り

　　　　　（共同取組活動）

延べ１３回、５４人参加



宇

５月のこ んなこ とあんなこ と

地域貢献に感謝 ！今月の

花いっぱい運動（初山別地区国道花壇の植栽）

　５月１２日、初山別市街地の国道沿いに設けられている植栽枡

５６箇所に、８５６株のマリーゴールドを植えました。

　植栽前に苗床を整備してくださった

初山別村高齢者事業団の皆さん、当日

の植栽に参加してくださった(株)道北

土木および留萌開発建設部羽幌道路事務所の皆さん（羽幌町）、

第一町内会・共和町内会・中央町内会・初山別婦人会の皆さん、

ご協力ありがとうございました。

中
学
生
を
対
象
と
し
た
「
子
ど
も
ラ
ン
ニ
ン
グ
教

室
」
が
初
山
別
中
学
校
グ
ラ

ウ
ン
ド
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
本
教
室
は
運
動
会
の
徒
競
走
で

速
く
走
れ
る
よ
う
に
練
習
す
る
も

の
で
、
小
学
校
低
学
年
の
部
と
高

学
年
・
中
学
生
の
部
に
分
か
れ
、

全
部
で
　
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

１５

　
２
名
の
講
師
に
来
て
い
た
だ
き
、

腕
を
大
き
く
振
り
な
が
ら
ス
キ
ッ

プ
し
た
り
、「
空
き
缶
を
潰
す
よ
う
に
足
を
踏
み
出
す
」

な
ど
の
注
意
点
を
聞
き
な
が
ら
、
ス
タ
ー
ト
ダ
ッ
シ
ュ

の
練
習
な
ど
を
し
ま
し
た
。（
５
月
　
日
）

１８

の
穏
や
か
な
日
差
し
の
下
、
春
季

消
防
演
習
が
実
施
さ

れ
ま
し
た
。

　
自
然
交
流
セ
ン
タ
ー
駐

車
場
で
は
、
人
員
報
告
や

機
械
機
器
点
検
な
ど
が
行

わ
れ
、
小
型
ポ
ン
プ
操
法

訓
練
で
は
、
第
２
分
団
の

団
員
５
名
が
迅
速
な
対
応

で
模
擬
消
火
活
動
を
行
っ

て
い
ま
し
た
。

　
国
道
２
３
２
号
線
に
て

行
わ
れ
た
分
列
行
進
で
は
、

来
賓
の
方
が
消
防
庁
者
前

で
閲
覧
す
る
中
、
息
の

合
っ
た
行
進
が
披
露
さ
れ

ま
し
た
。

　
火
災
防
ぎ
ょ
訓
練
は
、

火
災
が
発
生
し
た
状
況
が

煙
で
再
現
さ
れ
た
ホ
ク
レ

ン
初
山
別
給
油
所
に
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

サ
イ
レ
ン
が
鳴
る
と
、
団
員
ら
は
素
早

く
現
場
に
駆
け
つ
け
、
来
賓
や
地
域
住

民
が
見
守
る
中
、
放
水
作
業
に
当
た
り

ま
し
た
。

（
５
月
　
日
）

１２

春

小
山
別
村
に
お
け
る
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
の
ひ
と
つ

で
あ
る
「
会
員
交
流
兼
結
成

記
念
大
会
」
が
村
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン

タ
ー
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
は
Ａ
リ
ー
グ
の
み
の
開
催

で
、
優
勝
チ
ー
ム
は
「
ミ
ラ
ク
ル
」、

準
優
勝
は
「
釈
迦
」、
３
位
は
「
Ｒ

Ｉ
Ｓ
Ｅ
」
と
な
り
ま
し
た
。

　
参
加
さ
れ
た
皆
様
、
お
疲
れ
様

で
し
た
。（
５
月
　
～
　
日
）

１４

１５

初

春
季
消
防
演
習

子
ど
も
ラ
ン
ニ
ン
グ
教
室

「
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
」
開
催



 
月
の
「
ほ
し
っ
こ
く
ら
ぶ
」
は
、

★
じ
ゆ
う
あ
そ
び
　
で
し
た
。

（
５
月
　
日
）

１５

今 ☆
ほ
し
っ
こ
く
ら
ぶ
「
５
月
号
」

●５月のできごと ●
で　き　ご　と日（曜）

第１回臨時議会８昌

自然交流センター図書室開放日１１松

初山別村消防団春季消防演習１２掌

バレーボール大会（～１５日）１４昇

ふれあいサロン（有明）
ふれあいサロン（初山別）
ほしっこくらぶ

１５昌

初山別村商工会総会
子どもランニング教室

１８松

村民総監視
総合健診（豊岬）

２０捷

総合健診（初山別）２１昇

総合健診（有明）
第１回学校運営協議会
狂犬病注射（有明～千代田）

２２昌

狂犬病注射（共成～豊岬）２３昭

ＭＲＩ健診①２４晶

花いっぱい運動（国道花壇植栽）
ＭＲＩ健診②
自然交流センター図書室開放日

２５松

森と魚と人を呼ぶ森づくり植樹祭
はまなす太鼓

２７捷

村地域農業再生協議会幹事会・総会
初山別村交通安全協議会総会
オロロンサミット

３０昭

烏

 木 　 村 　 朱 　 美  さんが　行政相談委員に委嘱されました。
き むら あけ み

　これまで行政相談委員として委嘱されておりました長谷川幸子さんに代わり、木村朱美

さんが平成３１年４月１日付けで総務大臣から行政相談委員に委嘱されました。

　年金、窓口サービス、登記、道路などの役所の仕事について、困りごとや苦情があり

ましたら、ご相談に応じますので、口頭・電話・手紙にてお気軽にお申し出ください。

　住　　所　　初山別村字千代田４０番地２

　電話番号　　０１６４－６７－２７１５

山
別
駐
在
所
前
の
国
道

沿
い
に
て
、
村
民
総
監

視
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
交
通

安
全
指
導
員
を
は
じ
め
と
す

る
参
加
者
の
皆
さ
ん
が
黄
色

い
た
す
き
を
掛
け
、
旗
を

持
っ
て
一
列
に
並
び
、
道
行

く
ド
ラ
イ
バ
ー
に
交
通
安
全

を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　
こ
こ
数
年
で
村
民
総
監
視

の
お
手
伝
い
が
板
に
付
い
て
き
た
「
し
ょ
さ
ま
る
」
も

一
緒
に
列
に
並
び
、
ス
ピ
ー
ド
違
反
を
す
る
ド
ラ
イ

バ
ー
が
い
な
い
か
見
守
っ
て
い
ま
し
た
。（
５
月
　
日
）

２０

初

行政への苦情・要望は、行政相談委員へ

村
民
総
監
視

次回、６月の「ほしっこくらぶ」は

５日と19日の予定です。

　楽しみにしていてくださいね。



　皆様おはようございます。雑草です。好きな花は 躑躅 とガーベラ
つ つ じ

です。昔は 桔梗 が読めませんでした。躑躅は読めなくてもたぶん問
ききょう

題ありません。書けないし。

　冒頭で雑草名乗ってみましたが、初山別を盛り上げるには踏まれ

ても負けない精神が大事だと思っております故です。そんな気持ち

で頑張っていこうと思うラスト１年です。

　でも雑草はちょっとカッコつけすぎですね。次回からオケラぐら

いにしておきましょうか。ということで皆様ごきげんようオケラで

した。【佐藤】

　初山別村に来て早１ヶ月が過ぎました。まだ慣れない事はたくさんあって、緊張したり怖

気づいてしまったりという事が多々あるのです。

　ですが、それは私の本来の性質であって、そうやっているほうがむしろ本来の高塚なので

す。私は話が得意なわけでも人付き合いがいいわけでも何かすごい特技があるわけでもない

ですが、私は高塚にしかできないことが必ずあると信じています。

　ただ、今はとにかくテニスが楽しい。それだけなのです。【高塚】

　どうも桑原です。とりあえず自己紹介も済みましたので、ちょっとビジネス的な得手不得

手も知ってもらおうかなと思いまして書きます。このままではパチンコが好きな走ってるや

つになっちゃいそうなんで（笑）

　基本デスクワーカーだったのでＰＣには強いです。事務系も多かったので書類作成とかプ

レゼンとかも得意です。ワード、エクセル、パワポはそこそこ使えますし、特にエクセルは

関数、ピポッド、マクロ、ＶＢＡまで使いこなせます。

　機械系もそこそこ強いです。金属系よりは樹脂系のほうが実務経験もあって好きです。あ

と非力なんで大型機械は苦手です（笑）。電気系、ソフト系はまぁ基礎知識程度ですかね。設

計（ＣＡＤ）は一応二次元、三次元ともいけます。すこぶる理工系です。

　とまぁ他にもいろいろありますが、いったんこんなとこで。需要があるかはわかりません

が、とりあえず知っておいてもらえば頼まれやすいかな～って思いまして書いてみました。

協力隊と一括りにされやすい我々ですが、一長一短くせの強い人たちが集まって（ると思い）

ますので、「誰でもいいから人手がほしい」よりも「○○君こういうの得意でしょ？」みた

いなほうがまぁ、なんかイイじゃないですか（笑）　でわでわ(̂̂)ﾉｼ　【桑原】

つまりは雑草魂

《事務所》
多世代交流拠点施設

繋小屋
電話・F AX ６７－ ２７１７
ｓｓｂ． ｏｋｏｓｈｉ＠ｇｍａｉｌ． ｃｏｍ

ｆａｃｅｂｏｏｋページ
ｈｔｔｐｓ：//ｗｗｗ． ｆａｃｅｂｏｏｋ．
ｃｏｍ/ｓｈｏｓａｎｂｅｔｓｕ．ｏｋｏｓｈｉ

やっぱりテニス楽しい

羽

自分の得意なこと



し
っ
か
り
噛
め
る
と
バ
ラ
ン
ス
能
力

が
高
く
、
転
倒
・
骨
折
し
に
く
い
こ

と
が
わ
か
っ
て
い
ま
す
。

歯
が
抜
け
た
ま
ま

　
入
れ
歯
で
失
っ
た
歯
を
補
い
ま

し
ょ
う
。

認
知
症
を
「
噛
む
力
」
で
 

　
　
　
　
　
　
予
防
し
よ
う

「
噛
む
」
動
作
は
、
脳
を
活
性
化
し

て
認
知
症
を
予
防
し
ま
す
。
栄
養
バ

ラ
ン
ス
の
よ
い
食
事
を
心
が
け
、
よ

く
噛
ん
で
健
康
長
寿
を
目
指
し
ま

し
ょ
う
。

　
次
回
は
、
飲
み
込
む
力
を
鍛
え
る

方
法
や
、
だ
液
を
出
す
力
を
高
め
る

方
法
等
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

（
保
健
師
　
本
間
）

●
入
れ
歯
の
洗
浄
も
忘
れ
ず
に

汚
れ
た
入
れ
歯
に
は
プ
ラ
ー
ク
が

付
着
し
や
す
く
、
細
菌
の
温
床
に

な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
し
っ
か
り

除
菌
し
ま
し
ょ
う
。

●
舌
の
汚
れ
も
取
り
ま
し
ょ
う

舌
の
白
い
汚
れ
も
細
菌
の
か
た
ま

り
で
す
。
舌
専
用
の
ブ
ラ
シ
で
や

さ
し
く
か
き
取
り
ま
し
ょ
う
。

噛
む
力
を
取
り
戻
そ
う

　
硬
い
食
べ
物
は
、
上
下
の
歯
が
そ

ろ
い
、
し
っ
か
り
と
か
み
合
っ
て
い

な
け
れ
ば
、
噛
み
切
り
、
す
り
つ
ぶ

す
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
歯
科
健
診

と
適
切
な
治
療
で
、
噛
む
力
を
取
り

戻
し
ま
し
ょ
う
。

痛
く
て
噛
め
な
い

　
歯
科
健
診
で
歯
周
病
や
虫
歯
が
な

い
か
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

　
入
れ
歯
が
合
わ
な
く
な
っ
て
い
る

と
い
う
こ
と
も
あ
り
得
ま
す
。

噛
め
る
人
は
転
ば
な
い

　
高
齢
者
は
、
骨
折
が
き
っ
か
け
で

寝
た
き
り
や
要
介
護
状
態
に
陥
る
人

が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

む
力
が
低
下
し
て
お
り
注
意
が
必
要

で
す
。

　
年
齢
を
重
ね
る
と
歯
周
病
に
な
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
が
歯
周
病
や
虫
歯

は
最
初
は
症
状
が
な
い
た
め
、
定
期

的
に
歯
科
健
診
を
受
け
、
異
常
の
早

期
発
見
・
早
期
治
療
に
つ
と
め
ま

し
ょ
う
。

　
ま
た
、
高
齢
に
な
っ
た
と
き
に
自

分
の
歯
の
本
数
が
多
い
と
健
康
寿
命

が
長
い
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
ま
す
。

お
口
み
が
き
で
 

　
　
病
原
菌
を
や
っ
つ
け
る

　
お
口
み
が
き
は
食
後
と
寝
る
前
が

基
本
で
す
。

●
正
し
い
歯
み
が
き
を
習
い
ま
し
ょ
う

自
己
流
の
歯
み
が
き
は
、
み
が
き

残
し
が
多
い
も
の
。
歯
科
健
診
で

正
し
い
み
が
き
方
を
教
え
て
も
ら

い
ま
し
ょ
う
。

●
歯
間
ケ
ア
で
歯
周
病
を
防
ぎ
ま

し
ょ
う

歯
周
病
は
全
身
の
病
気
を
引
き
起

こ
し
、
悪
化
さ
せ
ま
す
。
歯
周
病

の
原
因
の
と
な
る
プ
ラ
ー
ク
を
歯

間
に
残
さ
な
い
ケ
ア
が
大
切
で
す
。

　
い
つ
ま
で
も
若
々
し
く
、
元
気
に

人
生
を
楽
し
む
た
め
に
、
お
口
の
衰

え
（
オ
ー
ラ
ル
フ
レ
イ
ル
）
の
予
防
・

改
善
が
と
て
も
大
切
で
す
。
お
口
が

衰
え
る
と
、
食
べ
に
く
い
も
の
を
避

け
食
欲
低
下
が
起
き
ま
す
。
そ
の
後
、

栄
養
不
足
・
筋
力
低
下
を
生
じ
、
動

く
こ
と
が
お
っ
く
う
に
な
り
、
家
に

閉
じ
こ
も
り
が
ち
に
な
る
と
い
っ
た

悪
循
環
に
陥
り
ま
す
。

最
近
気
に
な
る
症
状
は
 

　
　
　
　
　
あ
り
ま
せ
ん
か

　
半
年
前
と
比
べ
て
硬
い
物
が
食
べ

に
く
く
な
っ
た
り
、
お
茶
や
汁
物
で

む
せ
る
等
の
症
状
が
あ
る
場
合
は
噛

む
力
が
低
下
し
て
い
た
り
、
飲
み
込

こ
ん
に
ち
は

保
健
師
で
す

迂

お
口
が
弱
 っ
て

い
ま
せ
ん
か

パート
１



雨

年
金
相
談
・
お
手
続
き
の
際
は
、
ぜ

ひ
ご
予
約
を
！

　
日
本
年
金
機
構
の
全
国
の
年
金
事

務
所
で
は
、
年
金
相
談
や
年
金
請
求

手
続
き
に
つ
い
て
、「
事
前
予
約
」
を

行
っ
て
い
ま
す
。
お
待
た
せ
時
間
の

少
な
い
「
予
約
相
談
」
を
ぜ
ひ
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

　
ご
予
約
の
方
法
は
、
全
国
共
通
の

予
約
専
用
受
付
電
話
「
０
５
７
０
儿

０
５
儿
４
８
９
０
」
ま
た
は
留
萌
年

金
事
務
所
（
℡
０
１
６
４
儿
４
３
儿

７
２
１
２
）
も
し
く
は
役
場
住
民
課

年
金
担
当
（
℡
６
７
儿
２
２
１
１
）へ

電
話
・
来
訪
時
に
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

日
本
年
金
機
構
職
員
等
を
装
っ
た
不

審
電
話
に
ご
注
意
下
さ
い
！

　
全
国
各
地
で
、「
日
本
年
金
機
構
」

や
「
社
会
保
険
庁
」
も
し
く
は
「
厚

生
労
働
省
」
な
ど
の
職
員
と
称
し
て
、

現
金
を
詐
取
し
た
り
、
銀
行
口
座
番

号
や
家
族
構
成
、
預
貯
金
額
を
聞
く

な
ど
、
不
審
な
電
話
や
訪
問
が
あ
っ

た
等
と
い
う
お
問
い
合
わ
せ
が
寄
せ

ら
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、供
年
金
関
係
の
書
類
僑
を
配

達
で
き
な
い
な
ど
と
言
っ
て
、
運
送

会
社
を
名
乗
り
、
職
業
や
会
社
名
な

ど
の
情
報
を
入
手
し
よ
う
と
す
る
電

話
が
あ
っ
た
と
い
う
お
問
い
合
せ
も

寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
日
本
年
金
機
構
職
員
及
び
委
託
事

業
者
が
訪
問
す
る
際
は
、
必
ず
写
真

付
身
分
証
明
書
を
携
行
し
、
お
客
様

に
提
示
し
ま
す
。

　
な
お
、
委
託
事
業
者
の
訪
問
員
が

現
金
を
お
預
か
り
す
る
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
。

　
不
審
な
点
を
感
じ
た
ら
、
で
き
る
だ

け
１
人
で
対
応
せ
ず
、
相
手
の
名
前

や
所
属
、
用
件
を
聞
い
て
、
メ
モ
を
控

え
て
家
族
等
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

　
怪
し
い
と
感
じ
た
ら
、
口
座
番
号

等
の
個
人
情
報
を
話
し
た
り
、
現
金

を
支
払
っ
た
り
、
振
り
込
み
を
せ
ず

に
、
留
萌
年
金
事
務
所
（
℡
０
１
６

４
儿
４
３
儿
７
２
１
２
）
又
は
警
察

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
札
幌
国
税
局
で
は
、
国
税
局
や
税

務
署
に
お
い
て
、
税
の
ス
ペ
シ
ャ
リ

ス
ト
と
し
て
活
躍
す
る
税
務
職
員
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

　
２
０
１
９
年
度
の
採
用
試
験
の
概

要
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

１
　
受
験
資
格

　
高
卒
見
込
み
の
者
及
び
高
卒
後
３

年
を
経
過
し
て
い
な
い
者

２
　
申
込
受
付
期
間

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

（１）　
６
月
　
日
（
月
）
～
６
月
　
日
（
水
）

１７

２６

　
申
込
専
用
ア
ド
レ
ス

　http://w
w
w
.jinji-shiken.go.jp/juken.

        
 
 
                          

htm    l

 

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
込
み
が
で
き

（２）
な
い
場
合

　
第
１
次
試
験
地
を
管
轄
す
る
人

事
院
地
方
事
務
局
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

　
※
人
事
院
北
海
道
事
務
局

　
〒
０
６
０
儿
０
０
４
２

　
札
幌
市
中
央
区
大
通
西
　
丁
目

１２

　
℡
０
１
１
儿
２
４
１
儿
１
２
４
８

３
　
第
１
次
試
験
【
基
礎
能
力
試
験
、

適
性
試
験
、
作
文
試
験
】

　
９
月
１
日（
日
）

４
　
第
１
次
試
験
合
格
者
発
表
日

　
　
月
３
日（
木
）

１０

５
　
第
２
次
試
験
【
人
物
試
験
、
身

体
検
査
】

　
　
月
９
日
（
水
）
～
　
月
　
日
（
金
）

１０

１０

１８

の
う
ち
指
定
す
る
日

６
　
最
終
合
格
者
発
表
日

　
　
月
　
日（
火
）

１１

１２

　
御
不
明
な
点
は
、
札
幌
国
税
局
人

事
第
２
課
採
用
担
当
（
℡
０
１
１
儿

２
３
１
儿
５
０
１
１
　
内
線
２
３
１

５
）
又
は
最
寄
り
の
税
務
署
（
総
務

課
）
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

①
夏
山
遭
難
の
防
止
の
た
め
に

　
山
の
雪
解
け
と
と
も
に
、
登
山
や

ハ
イ
キ
ン
グ
等
で
山
に
出
か
け
る
機

会
が
多
く
な
り
ま
す
。

　
山
岳
遭
難
を
未
然
に
防
止
す
る
た

め
、
次
の
点
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　
登
山
は
十
分
な
装
備
と
ゆ
と
り
あ

（１）
る
計
画
を
立
て
、
自
分
の
体
力
や

技
量
に
あ
っ
た
登
山
を
心
が
け
ま

し
ょ
う
。

　
登
山
計
画
書
を
作
成
し
、
家
族
や

（２）
職
場
の
ほ
か
、
最
寄
り
の
警
察
署

や
交
番
・
駐
在
所
に
も
提
出
し
ま

し
ょ
う
。

　
経
験
あ
る
リ
ー
ダ
ー
の
も
と
、
複

（３）
数
人
で
の
登
山
に
努
め
、
単
独
で

の
登
山
は
控
え
ま
し
ょ
う
。

年
金
に
関
す
る
お
知
ら
せ

◆
予
約
相
談
希
望
日
の
１
か
月
前
か

ら
前
日
ま
で
受
付
し
て
い
ま
す
。

◆
お
申
込
み
の
際
は
、
基
礎
年
金
番

号
の
わ
か
る
も
の
（
年
金
手
帳
や
年

金
証
書
な
ど
）を
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

お
知
ら

お
知
ら
せせ

羽
幌
警
察
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

税
務
職
員
募
集



　
ヒ
グ
マ
と
の
遭
遇
を
避
け
る
た
め
、

（４）
ヒ
グ
マ
出
没
に
関
す
る
情
報
を
知

る
ほ
か
、
人
の
存
在
を
知
ら
せ
る

た
め
音
を
出
し
な
が
ら
歩
き
ま

し
ょ
う
。

　
万
一
遭
難
し
た
時
に
備
え
、
携
帯

（５）
電
話
な
ど
の
通
信
手
段
を
携
行
し

ま
し
ょ
う
。

②
不
法
就
労
・
不
法
滞
在
防
止
の

た
め
に

　
２
０
２
０
年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
の

開
催
を
控
え
、
多
数
の
外
国
人
の
来

日
が
予
想
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
一
部

の
外
国
人
に
よ
る
不
法
滞
在
や
不
法

就
労
な
ど
の
犯
罪
増
加
が
懸
念
さ
れ

ま
す
。

　
在
留
カ
ー
ド
を
偽
造
し
て
不
法
就

労
し
た
り
、
在
留
資
格
を
不
正
に
取

得
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
偽
装
結

婚
を
す
る
な
ど
、
そ
の
手
口
は
悪
質
・

巧
妙
化
し
て
お
り
、
こ
の
よ
う
な
犯

罪
に
国
際
的
な
犯
罪
組
織
が
関
与
し

て
い
る
こ
と
も
う
か
が
わ
れ
ま
す
。

　
地
域
の
安
全
を
妨
げ
る
国
際
犯
罪

組
織
の
暗
躍
を
防
止
す
る
た
め
に
は
、

警
察
や
関
係
機
関
の
み
な
ら
ず
、
道

民
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
が
欠
か
せ
ま

せ
ん
。
ど
ん
な
に
さ
さ
い
な
こ
と
で

も
構
い
ま
せ
ん
の
で
、「
お
か
し
い

な
？
」
と
思
っ
た
ら
、
警
察
に
通
報

し
て
下
さ
い
。
皆
様
の
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　
羽
幌
警
察
署

　
℡
０
１
６
４
儿
６
２
儿
１
１
１
０

　
不
法
電
波
は
、
携
帯
電
話
や
テ
レ

ビ
・
ラ
ジ
オ
に
障
害
を
与
え
る
な
ど
、

日
常
生
活
に
悪
影
響
を
及
ぼ
す
だ
け

で
な
く
、
警
察
、
消
防
、
救
急
、
防

災
、
交
通
な
ど
、
人
命
に
か
か
わ
る

重
要
な
無
線
通
信
を
妨
害
し
て
、
私

た
ち
の
生
活
を
脅
か
し
ま
す
。

　
総
務
省
北
海
道
総
合
通
信
局
で
は
、

電
波
の
使
わ
れ
方
を
監
視
し
、
適
正

な
電
波
環
境
の
維
持
に
努
め
て
い
ま

す
。
　
電
波
に
関
す
る
困
り
ご
と
や
相
談

は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
お
問
い
合
わ
せ

　
総
務
省
　
北
海
道
総
合
通
信
局

　
℡
０
１
１
儿
７
３
７
儿
０
０
９
９

〔
電
話
受
付
時
間
は
８
時
　
分
～
１

３０

２
時
お
よ
び
　
時
～
　
時
（
土
・
日
・

１３

１７

祝
日
を
除
く
）〕

　
人
事
院
及
び
海
上
保
安
庁
は
、
海

上
保
安
学
校
（
京
都
府
舞
鶴
市
）
の

２
０
２
０
年
４
月
期
学
生
採
用
試
験

を
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

１
　
海
上
保
安
学
校
採
用
試
験

　
受
験
資
格

（１）①
２
０
１
９
年
４
月
１
日
に
お
い
て

高
等
学
校
又
は
中
等
教
育
学
校
を

卒
業
し
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し

て
５
年
を
経
過
し
て
い
な
い
者

②
２
０
２
０
年
３
月
ま
で
に
高
等
学

校
又
は
中
等
教
育
学
校
を
卒
業
す

る
見
込
み
の
者

③
高
等
専
門
学
校
の
第
３
学
年
の
課

程
を
修
了
し
た
者
で
あ
っ
て
、
２

０
１
９
年
４
月
１
日
に
お
い
て
当

該
課
程
を
修
了
し
た
日
の
翌
日
か

ら
起
算
し
て
５
年
を
経
過
し
て
い

な
い
も
の
等
、
人
事
院
が
①
に
掲

げ
る
者
と
同
等
の
資
格
が
あ
る
と

認
め
る
者

　
受
験
申
込
受
付
期
間

（２）◆
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

２
０
１
９
年
７
月
　
日（
火
）～
７

１６

月
　
日（
木
）【
受
信
有
効
】

２５

◆
郵
送
・
持
参

２
０
１
９
年
７
月
　
日（
火
）～
７

１６

月
　
日（
木
）【
消
印
有
効
】

１８

　
試
験
区
分
・
種
目
（
第
１
次
試
験
）

（３）◆
船
舶
運
航
シ
ス
テ
ム
課
程

→
基
礎
能
力
試
験
（
多
肢
選
択
式
）、

作
文
試
験

◆
航
空
課
程
／
情
報
シ
ス
テ
ム
課
程

／
海
洋
科
学
課
程
／
管
制
課
程

→
基
礎
能
力
試
験
（
多
肢
選
択
式
）、

学
科
試
験
（
多
肢
選
択
式
）

　
試
験
日
及
び
試
験
地

（４）◆
第
１
次
試
験

　
２
０
１
９
年
９
月
　
日（
日
）

２２

◆
試
験
地

札
幌
市
、
函
館
市
、
小
樽
市
、
旭

川
市
、
釧
路
市

※
人
事
院
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
専
用
申

込
ア
ド
レ
ス

　h
ttp
://w

w
w
.jin
ji
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２
　
試
験
の
問
合
せ
先

　
第
一
管
区
海
上
保
安
本
部
人
事
課

（
小
樽
市
）

　
℡
０
１
３
４
儿
２
７
儿
０
１
１
８

海
上
保
安
庁
職
員
採
用
試
験
（
海
上

保
安
学
校
学
生
採
用
試
験
）に
つ
い
て

卯

不
法
無
線
局
か
ら
暮
ら
し

を
守
ろ
う
！



気象台ひと口メモ　紫外線から身を守る～紫外線情報
　６月は真夏の強い日ざしが降りそそぐ前で、北海道では紫外線対策というにはちょっと気が早いと

思っている人は多いのではないでしょうか。

　昼の時間が一年で最も長い今年の「夏至」は６月２１日です。６月は昼の時間が長く、北海道では例

年晴れの日が多いことから、紫外線の量は７月に次いで２番目に多い月となっています。

　紫外線の量は、晴れて太陽の光が直接到達すると多くなり、曇りの日は雲で光がさえぎられるため

少なくなります。

　また、地面の状態によって紫外線の反射は大きく変わり、紫外線の反射率は

草や土、コンクリートやアスファルトでは１０％前後、水面や砂浜で２０％くらい、と

いわれていますので、内陸よりも海の方がより紫外線が強いことになります。

　これから登山のシーズンとなりますが、標高の高い所へ行くと、太陽に近いこ

とや空気が澄んでいることなどから、麓に比べて紫外線があまり弱まらずに降り

そそぎ、一般に標高が１０００ｍ高くなると１０～１２％も紫外線が強くなります。

　気象庁のホームぺージでは、紫外線が人体に及ぼす影響の度合いを分かりや

すく「ＵＶインデックス」という指標でレベル分けをして、レベルに合わせた具体

的な対策例も示しています。

　この情報を活用して、紫外線の最も強い午前１０時から午後２時頃は外出を控える、陰を利用する、

日傘や帽子を使う、長袖の服を着て肌を直接出さない、サングラスをかける、日焼け止めのクリーム

を使用するなど対策の参考にしてください。

　　※旭川地方気象台ホームページアドレス　http://www.jma－net.go.jp/asahikawa/

　　※問い合わせ先　旭川地方気象台　（電話：０１６６－３２－７１０２）

鵜

令和元年度　自 衛 官 募 集
１次試験
会　　場

試　　　験　　　日受付期間資　格募　集　種　目

留　萌９月２５日
通年行って

います。

１８歳以上

３２歳未満
男子

自衛官候補生
１８歳以上

３２歳未満
女子

留　萌
及び
旭　川

１次：９月２０～２２日のうち一日

２次：１０月１１～１６日のうち一日

７月１日

　～９月６日

１８歳以上

３２歳未満
一 般 曹 候 補 生

旭　川

１次：９月１６日

２次：１０月１５日～２０日のうち

　　　指定する一日

３次：１１月１６日～１２月１９日

７月１日

　～９月６日

高　卒

（見込含）

２１歳未満

航 空 学 生

１次：１０月２０日

２次：１２月１日又は２日

９月５日

　～９月２８日
防衛医大看護学科学生

１次：１１月９～１０日のうち一日

２次：１２月１０～１４日のうち一日

９月５日

　～９月２８日
防 衛 大 学 校

 ● 問い合わせ先　〒０７７－００４２　留萌市開運町１丁目

　　　　　　　 　 自衛隊旭川地方協力本部　留萌地域事務所：０１６４－４２－４６５０



北海道立羽幌病院か ら のお知 ら せ 

消防初山別支署からのお知らせ！

救救 急急 出動する消防車両は、 道路交通法に

則り緊急走行時サ イレ ン を吹鳴し ています 。

消費生活に関する相談は
消費者ホットラインへ

0570－064－370
一人で悩まず、まずは相談して下さい。

ひ と の う ご き
～令和元年５月末～

人口と世帯数
人口 １,１６９人 （＋４人）
 男 ５６０人
 女 ６０９人
 世帯数 　５４５世帯 （＋４世帯）

（　） は前月比

転　　入
５／２４　丑　谷　哲　也（有　明）

ご 結 婚
５／１　細　野　竜　太（初山別）

　　　　宇　田　昇　子（初山別）

おくやみ
５／３　梅　田　時　夫

　　　　　　　　　７１歳（明　里）

５／１１　本　堂　克　巳

　　　　　　　　　８５歳（豊　岬）

５／２８　土　門　和　人

　　　　　　　　　６４歳（豊　岬）

北海道立羽幌病院：羽幌町栄町１１０番地（電話　０１６４－６２－６０６０）

※札幌医大木村教授の総合診療は、希望された方全てに対応で

きない場合があります。

※平成30年11月から、毎週月曜日の午後に「フレイル外来（完全

予約制）」を始めました！

※平成31年４月から、「胃がんリスク健診（保険外診療）」を始め

ました！

※予約制で、人間ドックは水･木曜日、特定健診及び生活習慣病

健診は月～金曜日に実施しています。

窺

受付時間応援医師等（変更の場合もあります。）金木水火月令和元年７月外来診療体制

８：００～１１：００

〇〇〇〇

内科第１診察室予約
優先

午
　
　
前

消化器内科　佐々尾医師〇

呼吸器・禁煙外来
重原医師（５日・１９日完全予約制）

〇

（第４水曜日 ２４日は休診）〇〇〇〇〇
内科第２診察室

完全予約制
循環器内科（第４水曜日 ２４日）
留萌市立病院　高橋医師

〇予約制

８：００～１１：００
札幌医大　木村教授（１０日）
＊変更となる場合もあります。

〇〇〇〇〇
内科・外科・整形外科
（総合診療医）

予約外

予約制引野医師（２日）〇

整形専門外来

予約制

１３：３０～１５：００穴口医師（４日・１８日）〇予約
優先 ８：００～１１：００穴口医師（５日・１９日）〇

完全予約制
阿部・佐々尾医師〇フレイル外来

予約制午
　
　
後

呼吸器・禁煙外来
重原医師（５日・１９日完全予約制）

〇内科（呼吸器・禁煙外来）

１３：３０～１５：００（２日・１６日・３０日は内科のみ）〇〇〇内科・外科・整形外科（総合診療医）予約外

完全予約制渡部医師（９日・２３日）〇整形専門外来予約制

８：００～１１：００
１３：００～１５：００

旭川医大医師（８日予定）
＊変更となる場合もあります。

〇〇〇〇〇小児科

８：００～１１：００
１３：３０～１５：００

金野医師
（２日・９日・１６日・２３日・３０日）

〇婦人科（毎週火曜日）

全日
完全予約制

旭川医大医師（２日・３日・９日
　１６日・１７日・２３日・３０日）

〇眼科（毎週火曜日及び第１・３水曜日）

８：００～１０：３０札幌医大医師（４日・１１日・１８日・２５日）〇泌尿器科（毎週木曜日）

完全予約制札幌医大医師（３日・１７日・３１日）〇耳鼻咽喉科（第１・３・５水曜日）

８：００～１１：００札幌医大医師（５日・１２日・１９日・２６日）〇皮膚科（毎週金曜日）



　初山別村民憲章　　産業をのばし、働くよろこびに生きる豊かな村にしましょう。
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皆
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
。広
報
担
当

者
の
Ｋ
で
す
。「
息
子
を
名
乗
っ
て
金

を
要
求
す
る
他
人
」
に
会
っ
た
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、「
父
や
母
を
名

乗
っ
て
、
い
ろ
い
ろ
と
気
に
か
け

て
く
れ
る
村
民
」
に
は
、
広
報
の
仕

事
以
外
に
お
い
て
も
何
度
も
お
世

話
に
な
り
ま
し
た
。

　
さ
て
、
広
報
担
当
者
と
し
て
一

切
成
長
し
な
か
っ
た
部
分
を
残
し

つ
つ
も
、「
Ｋ
の
潜
入
記
」
は
今
回

で
最
終
回
と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
広
報
誌
を
作
成
し
て
い
る
の

は
、
小
説
家
や
ラ
イ
タ
ー
の
よ
う
に

文
章
を
書
き
慣
れ
て
い
る
人
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。ま
た
、
写
真
家
の
よ
う

に
、
写
真
撮
影
に
明
る
い
訳
で
も
あ

り
ま
せ
ん
（
い
ず
れ
も
、
過
去
に
上

手
な
担
当
者
は
い
ま
し
た
が
）。こ

れ
ら
は
Ｋ
に
限
っ
た
言
い
訳
か
も
し

れ
ま
せ
ん
が
、
こ
の
広
報
誌
は
、
あ

え
て
「
素
人
の
書
き
物
」
で
あ
る
こ
と

を
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
た
の
な
ら
、

と
思
い
ま
す
。ま
た
、
６
月
か
ら
活

躍
す
る
新
し
い
広
報
担
当
者
に
つ
い

て
も
、
温
か
く
見
守
っ
て
い
た
だ
け

れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　
今
回
が
偶
然
に
も
　
回
目
（
サ

３９

ン
キ
ュ
ー
）
と
い
う
数
字
に
、
自
分

で
も
驚
い
て
い
ま
す
。
今
ま
で
協

力
し
て
下
っ
た
村
民
の
皆
様
に
感

謝
し
な
さ
い
、
と
い
う
お
告
げ

（
？
）か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

皆
様
ご
愛
読
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

３９

● 今月の主な行事予定 ●
（６／１１～７／１１）

行　　　　　事　　　　　等日月

広報しょさんべつ配布（６月号）１１昇

６

月

乳幼児健診１２昌

予防接種１３昭

１４晶

豊岬稲荷神社祭（宵宮祭）１５松

豊岬稲荷神社祭（本祭）１６掌

１７捷

１８昇

ほしっこくらぶ会場開放日１９昌

２０昭

破砕・危険ごみ収集日（初山別・千代田地区）２１晶

２２松

２３掌

健診結果説明会（豊岬）２４捷

健診結果説明会（有明・初山別）２５昇

広報配付（お知らせ版）２６昌

予防接種２７昭

２８晶

２９松

３０掌

１捷

７

月

２昇

ほしっこくらぶ３昌

４昭

５晶

６松

７掌

８捷

９昇

乳幼児健診１０昌

広報しょさんべつ配布（７月号）
初山別稲荷神社祭（宵宮祭）
予防接種

１１昭

　４月９日、初山別小学校の児童らが、

自ら集めた５０茜のプルタブを、初山別村

総合型クラブ「楽すぽクラブ」の内部団

体のひとつでプルタブの回収を行ってい

る「楽すぽプルネット（旧初山別プルネッ

ト）」に寄贈し、これを受け、４月２５日

に「楽すぽクラブ」の理事長から初山別

小学校の代表児童へ、感謝状が手渡され

ました。

　プルタブは、７００茜集めて「リングプル

再生ネットワーク」（江別市）に送ると、

車椅子１台と交換することができます。

過去にこれを利用して贈呈を受けた２台

の車椅子が、自然交流センターとやすら

ぎに１台ずつ置かれています。

　そして現在、３台目を目指してプルタ

ブ集めを継続しており、今回寄贈された

５０茜を合わせて３７５茜が集まっています。

車椅子との交換まであと３２５茜です。

　子ども達をはじめとする村民の皆様の

お力により、３台目の車椅子が村にやっ

てくるといいですね。

あ り が と う ！ プ ル タ ブ寄贈


